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委員長の選出 ・前委員長の辞任に伴い、委員の互選により中田委員が新たな委員長に選出され

た。 

 

第 6 回委員会での指摘事

項と対応 

・他ダムの事例では外来種が侵入し、拡大した後の対応となっており、苦労してい

る。工事初期からの対応が大切である。 

・特に法面緑化では外来種が入らないように注意していただきたい。 

 

・ダムができると貯水池にブラックバス等の外来魚が放流されることがあるので、対策

を考えていく必要がある。 

 

環境影響予測の結果 ・環境影響予測の結果について了承された。 

 

・水環境の予測のうち富栄養化については、長期的な問題のためモニタリングが必

要である。 

 

保全措置（案） ・緑化した法面に大型哺乳類（イノシシやシカなど）が侵入し、食害や踏み荒らしによ

り法面崩壊を引き起こす事態が生じるため、対策を検討しながら実施していただき

たい。 

 

 ・保全措置（案）として希少な昆虫類を捕獲して新たに造成した環境へ移動するとあ

るが、個体数の少ない昆虫を捕獲すること自体難しく、移動しても新しい造成地に

昆虫が定着するかどうかはわからない。現在の生息環境（湿地）が消失するのが１０

年以上先であるなら、それまでに現在の生息環境をよく調べ、よく似た環境の代替

地を準備すべきであろう。 

 

 ・保全措置として代替の湿地を準備する場合には、その場所の環境条件の把握と維

持管理が課題となる。 

 

その他 ・ナガレヒキガエルとアズマヒキガエルの交雑により雑種が生じている可能性がある。

成体による DNA 分析を行い雑種が生じているかどうか確認してはどうか。 

 

※欠席した委員からの意見は、事前に事務局が聞き取り、その内容を委員会にて報告した。 

 


